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フエ地域におけるキン族の城隍神とタインフック村の事例
チャン・ディン・ハン
（福田康男　訳）
The Village God （Thành Hoàng） of the Kinh People in Huế 
and case of Thanh Phước
TRẦN Đình Hằng
（Translation by FUKUDA Yasuo）
　キン族は15世紀、南進によってチャンパ人居住地であったフエ地域にキン族の村を
立てた。村では、最初に村をたてた人を開耕人とよび人神として奉った。またその一
方で、キン族のアイデンティティーを保持するため城隍神も奉った。19世紀末から20
世紀前半、阮王朝は、人神である開耕神を格上げし、城隍神と同一視する内容を記し
た勅封状を各村に下賜した。王朝が村支配を高めようとした理由からである。このよ
うな過程について、筆者は特にタインフック村の例から実証を試みた。
キーワード：城隍神（タインホアン）、清福（タインフック）村、潘粘（ファン・ニエム）、
勅封状、開耕神
1 ．研究の問題点
　タインホアン（Thành hoàng：城隍）は一つの神ではなく、特殊な一信仰全体であり、北部デルタのベ
トナム人（キン族）1）村落研究のすべての面にわたる中心的な問題である。城隍の容貌は封建時代の村落
と国家という二方面からしだいに明らかにされてきている。それらは、君主中央集権制とむすびついて、
国家意識を肯定してきた。そのため、城隍の「履歴」は村落によってつくられたか、あるいは朝廷の押
し付けによってつくられた。また、ほとんどの神が、神話時代の雄王（Hùng Vương）や徴姉妹（Hai Bà 
Trưng）、呉朝、丁朝、李朝、陳朝の歴史上の人物と関連させられて歩まされてきた。
 1） 訳注 1 ：以後この「ベトナム人（người Việt）」は「キン族」と読み替える。また「ベトナム」も「キン」と読み替
える場合あり。
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　しかしながら、タインホアンの問題点とは、その特徴の多くに差異が生じていることである。それを
ベトナム人の南進の面から考察した場合、特にフエ地域は、変更、変革の渇望の痕跡が深く刻まれ、ベ
トナム北部での源流を忘れずに、ダンチョン時代（訳注：16‒18世紀ベトナム南北分裂期）に至るのであ
る。新たな土地を背景に生活をしてゆくことは、新参者がその地で合理的、効果的に融和してゆくこと
である。故郷から携えてきた行李（信仰）は目前の異なった事態に直面することになった。こうした状
況のなかで、我々キン族は、「他人のもの」と「我々のもの」に分けて、長期間お互いの影響を取り合っ
た。最後になって、「他人のもの」に対して、「尊敬はするが遠くから眺めるだけ」という態度から、「我々
のもの」としてうけいれ祀るようになる。
　通常、フエ地域のキン族村落生活は、城隍信仰の痕跡が非常に希薄である。その状況は、祭文にもと
づいた村落ごとの信仰対象リストから、神霊がどこに住むかをみれば、簡単にわかる。全ては村落共同
体の習慣風習、生活儀礼にはっきり現れている2）。
 2） 明命帝期の書状である海村フーヴァン（Phú Vang）県アンバン（An Bằng）村の神霊リストをみれば明白である。こ
こで特別な点とは、フエ地域の神々がまさしく豊富で多様な起源を有し、自然神や人神を含み、ベトナム北部の影
響をうけ、海洋文化や在地文化の痕跡が残っているため、それらの一部はグエン・トゥ・チー（Nguyễn Từ Chi）が
述べたように曖昧である。その神霊一覧は下記のものを含む。
―大乾国家南海聖娘王、加贈含弘光大至徳上等神（Đại Càn Quốc Gia Nam Hải Thánh Nương Vương, gia tặng 
Hàm Hoằng Quang Đại Chí Đức Thượng đẳng thần）.
―飛運将軍松江文忠尊神、加贈顕文昭節中等神 （Phi Vận Tướng quân Tùng Giang Văn Trung tôn thần, gia tặng 
Hiển Văn Chiêu Tiết Trung đẳng thần）.
―高閣広度大王、加贈洪謨偉略敦厚上等神（Cao Các Quảng Độ Đại vương, gia tặng Hồng Mô Vĩ Lược Đôn Hậu 
Thượng đẳng thần）.
―泗洋霊濯尊神（Tứ Dương Linh Trạc tôn thần）.
―赤鱗龍馬尊神（Xích Lân Long Mã tôn thần）.
―東南察海狼獺弐大将軍、加贈勇敢之神（Đông Nam Sát Hải Lang Thác Nhị Đại tướng quân, gia tặng Dũng Cảm 
chi thần）.
―黄察海蘇大僚領軍蘇胡大将（Hoàng Sát Hải Tô Đại Liêu Lãnh Quân Tô Hồ đại tướng）.
―左勘理右記録尊神（Tả Khám Lý Hữu Ký Lục tôn thần）.
―肆頭如扲参位弾娘（Tứ Đầu Dà Khâm Tam vị đàn nương）.
―枚剛記府尊神（Mai Cương Ký Phủ tôn thần）.
―孔路覚海尊神（Khổng Lộ Giác Hải tôn thần）.
―茶妃郡夫人（阮潢の将軍だった張茶 Trương Tràの妻）Trà Phi Quạn Phu nhân（vợ của Trương Trà, tướng của 
Nguyễn Hoàng）.
―本境城隍霊応尊神、加贈広厚尊神（Bổn Cảnh Thành hoàng Linh Ứng tôn thần, gia tặng Quảng Hậu tôn thần）.
―主楊夫人之神、加贈弘厚普済中等神（Chúa Dàng Phu nhân chi thần, gia tặng Hoằng Hậu Phổ Tế Trung đẳng 
thần）.
―天依阿那演主玉聖妃之神、加贈洪仁普済霊感上等神（Thiên Y A Na Diễn Chúa Ngọc Thánh phi chi thần, gia 
tặng Hồng Nhân Phổ Tế Linh Cảm Thượng đẳng thần）.
―土徳聖妃之神、加贈弘大厚慶中等神（Thổ Đức Thánh phi chi thần, gia tặng Hoằng đại Hậu Khánh Trung đẳng 
thần）.
―火徳聖妃之神、加贈恩厚光応中等神（Hoả Đức Thánh phi chi thần, gia tặng Ôn Hậu Quang Ứng Trung đẳng 
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　「他人のもの」の遺産とは、簡単にいえば、非キン族共同体のものである。多くの奇異なものに満ち溢
れていた新しい土地では、非キン族の遺産が当然のことながら満ち溢れていた。城隍は具体的な形をも
つ、それぞれの土地を護る神であるが、当然のことながら移民たちは新しい土地―すでに主人のいた
土地―に城隍神をもってこられなかった。そこに、本土城隍（Thành hoàng bổn thổ）という概念が生
まれて一般的になったのは、そうした理由からである。本土城隍は「ある具体的な神がその土地を護る」
という役割を負った。私は、城隍神の存在が元は完全に不要であったという前提から、「本土（本処／本
社）城隍」の理解を深める努力をし、その起源を素描する3）。
　新しい土地でのキン族共同体は、祈りの対象を具体化して徐々に人心を安定させていったが、その過
程は長期にわたった。城隍神は実体のない名称で、そのイメージは曖昧とし、当地域におけるキン族来
住以前の土着文化遺産とともに敬いと恐れの両面を表わしていた。しかしそれがまさに基盤となってキ
ン族文化価値を明確にさせて尊ばせることへとつながる。開耕開墾のイメージと信仰は、彼らの血族集
団の役割と強く結びついている。その具体的な変遷は、19世紀末から20世紀初頭に歴史の区切りがあっ
て、一部の正式な村落が阮朝から下賜された勅封状（sắc phong）を通じて開耕神の位を村の城隍神に引
き上げたことによる。
　そこで、我々は、フエ地域の村落歴史文化全般をふまえ、タインフック村の城隍神について、そこの
開耕神とともにその歴史的変遷を素描してみたい。
thần）.
―南海巨族玉鱗尊神、加贈慈済尊神（Nam Hải Cự Tộc Ngọc Lân tôn thần, gia tặng Từ Tế tôn thần）.
―本土開墾張貴公、阮貴公、陳貴公（Bổn thổ Khai khẩn Trương Quý Công, Nguyễn Quý Công, Trần Quý Công）.
補足：
―主僊聖妃之神、加贈妙孚普度中等神（Chúa Tiên Thánh Phi chi thần, gia tặng Diệu Phu Phổ Độ Trung đẳng thần）.
―本土火神、加贈（…）顕応中等神（Bổn thổ Hoả Thần, gia tặng（...） Hiển Ứng Trung đẳng thần）.
―江花公主之神、加贈霊爽之神（Giang Hoa Công chúa chi thần, gia tặng Linh Sảng chi thần）.
―龍宮広運之神、加贈（…）（ Long Cung Quảng Vận chi thần, gia tặng（...））.
―水宮広運夫人之神、加贈（…）（Thuỷ Cung Quảng Vận Phu Nhân chi thần, gia tặng（...））.
―太監白馬之神、加贈利物（Thái Giám Bạch Mã chi thần, gia tặng Lợi Vật）.
―火風神女之神、加贈章能（Hoả Phong Thần Nữ chi thần, gia tặng Chương Năng）.
―土地龍神、加贈厚済（Thổ Địa Long Thần, gia tặng Hậu Tế）.
―本境城隍福徳正神、加贈普度（Bổn Cảnh Thành Hoàng Phúc Đức chính thần, gia tặng Phổ Độ）.
―水龍聖妃之神、加贈霊妙顕応（Thuỷ Long Thánh Phi chi thần, gia tặng Linh Diệu Hiển Ứng.
―輔国上宰之神、加贈補綴方民中等神（Phụ Quốc Thượng Tể chi thần, gia tặng Bổ Xuyết Phương Dân Trung đẳng 
thần）.
―南海龍王之神、加贈昭明恵済炎方上等神 （Nam Hải Long Vương chi thần, gia tặng Chiêu Minh Huệ Tế Viêm 
Phương Thượng đẳng thần）.
  Lê Nguyễn Lưu, 2006, Văn hoá Huế xưa（ 3  tập: Tập I. Đời sống gia tộc; Tập II. Đời sống làng xã; Tập III. Đời 
sống cung đình）, Huế: Nxb. Thuận Hoá, , II, 431‒432）.
 3） Trần Đình Hằng, 2009, “Của Người, của Ta: Thần điện làng Việt miền Trung” , tham luận tại Hội thảo Văn hóa nghệ 
thuật miền Trung: 10 năm tiếp cận, Huế: Phân Viện Văn hóa Nghệ thuật Việt Nam tại Huế, 7 /2009.
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2 ．タインフック村の城隍とは誰か
　我々は、タインフック（Thanh Phước：清福）村にある大量の漢喃資料を調べつくしていないため、み
ることができた資料に限って問題を提示することで、タインフック村の城隍神（vị Thành hoàng）の容
貌を素描することに努める。
　我々の出発点は、『タインフック村史』の研究結果にもとづいた、本土城隍国王特進輔国上将軍錦衣衛
都指揮使粘龍侯（Bổn thổ Thành hoàng quốc vương Đặc Tấn Phụ Quốc Thượng Tướng Quân Cẩm Y vệ 
Đô Chỉ Huy Sứ Niêm Long hầu）である。それは、城隍神の爵位であり、人神であり、また村の開耕神
（vị Khai canh）である。タインフック村の城隍は、明らかに開耕粘龍侯（vị Khai canh Niêm Long hầu）
から、村の城隍神に格上げされた混合の最終結果である4）。もしそれが起きたとするなら、二つの可能性
が導かれる。村には、純粋な本土城隍（Bổn thổ thành hoàng thuần tuý） と本土城隍国王特進輔国上将
軍錦衣衛都指揮使粘龍侯（Bổn thổ Thành hoàng Quốc vương... Niêm Long hầu）の二つの城隍神が同時
に存在していたことになる。なおそれはテーライ（Thế Lại）村の場合と同様であるが、それはあとで取
り上げることにする。
　しかしながら、さらに、勅封状と村の祭文の二つの重要な文書を取り上げなければならない。なぜな
らばここから多くの最重要情報が補充されるからである。
　城隍について述べた紹治（Triệu Trị）期の勅封状とは次の内容である。
勅：洪福社、保安正勅城隍之神、護国子民、稔著霊応、肆今丕　膺耿命緬念神䓀、可加贈保安正勅
佑善之神、仍準香茶県、洪福社、依旧奉事。神其相佑、保我黎民、欽哉。
紹治五年十月二十六日。 
Sắc: Hồng Phúc xã, Bảo an Chánh trực Thành hoàng chi thần, hộ quốc tý dân, nhẫm trứ linh ứng, tứ 
kim phi ưng cảnh mệnh miến niệm thần hưu, khả gia tặng Bảo An Chánh trực Hựu Thiện chi thần, 
nhưng chuẩn Hương Trà huyện, Hồng Phúc xã, y cựu phụng sự. Thần kỳ tương hựu, bảo ngã lê dân, 
khâm tai.
Thiệu Trị ngũ  niên, thập nguyệt, nhị thập lục nhật（Ngày 26 tháng 10 năm Thiệu Trị thứ 5 ）5）。
　これではっきりと、タインフック村の城隍は、フエ地域の多くの村落で起こった共通の現象のように、
一つの土地神、本土神の形であることがわかる。それは、保安正勅佑善城隍之神（Bảo An Chánh trực 
Hựu Thiện Thành hoàng chi thần）が追贈されるごとに、その上に朝廷の典礼制度にのっとったいくつか
の美字が追加されることになる。
　タインフック村の寺に保存されている位牌と祝文と、村で拝まれている神霊との相関関係から、本土
城隍神の位置がわかる。開耕神（vị Khai canh）の位牌に、はっきり開耕特進輔国上将軍錦衣衛都指揮
使粘龍侯潘粘、特進輔国上将軍錦衣衛経略使都指揮浪撤侯潘浪（Khai canh Đặc tiến phụ quốc Thượng 
tướng quân Cẩm Y vệ Đô chỉ huy sứ Niêm Long hầu Phan Niêm. Đặc tiến phụ quốc Thượng tướng quân 
 4） Đỗ Bang et al., 1990, Lịch sử Thanh Phước, Huế: bản thảo tập khảo cứu lịch sử‒văn hóa làng Thanh Phước, 84 頁.
 5） 末成道男教授収集史料、フエベトナム芸術文化分院レー・ディン・フン（Lê Đình Hùng）訳。
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Cẩm Y vệ kinh lược sứ Đô chỉ huy Lãng Triệt hầu Phan Lãng）と記されている。また位牌と祝文には
村で拝まれる神霊の一覧をみることができ、次のものを含む。
　女神： 1．僊人在椥処霊応之神、 2．離宮殿内火徳僊娘、 3．水僊殿内水龍神女娘之神、 4．天依阿那演
妃主玉僊娘之神、 5．奇石貞淑加贈堅介夫人之神、 6．天僊公主洪娘僊女雲庭之神、 7．中官殿内土徳僊
娘、 8．黄火雷風水僊狐狸九尾僊娘之神。
　男神： 1．該知参将禄進保満有護之神、 2．霊池水司真宰神石鎭本処之神、 3．神農皇帝百穀祖之神君、
4．本土城隍國舅天正尊神、 5．本土赤鱗龍馬援國公尊神、 6．南海巨族玉鱗尊神、 7．四内顕霊応之神、
8．銀青大夫首合徳才子潘國勢之神6）。
　上記の情報を結合すれば、タインフック村の城隍神は、遅くとも紹治（Thiệu Trị）帝期まで、依然と
して保安正勅佑善城隍之神（Bảo An Chánh trực Hựu Thiện Thành hoàng chi thần）であったことが確
定できる。ところが現在残る祭文に記録されている城隍の名称は、本土城隍国舅天正尊神（Bổn Thổ 
Thành Hoàng Quốc Cữu Thiên Chính tôn thần）である。この国舅という二字から、それが人神であるこ
とがわかる。また開耕粘龍侯（ngài Khai canh Niêm Long hậu）の行いと符号する。そこから次の考察
が可能である。「皇家とつながりをもつ後黎朝の一功臣であり、立村した功績を上げたため、後に朝廷か
ら本土城隍国王特進輔国上将軍錦衣衛都指揮使粘龍侯（Bổn thổ Thành hoàng quốc vương Đặc Tấn Phụ 
Quốc Thượng Tướng Quân Cẩm Y vệ Đô Chỉ Huy Sứ Niêm Long Hầu）の称号が付与された7）。
　開耕神（vị Khai canh）から村の城隍神に格上げされたことは一つの大きな変遷である。その変遷と
は、村落共同体の直接要求から発生し、最も要求が高くなったときに城隍神として公認された。その時
期とは、阮朝封建王朝の、特に阮朝末期であり、勅封形式によって認定されたことがわかる。
3 ．フエ地域村落における神跡成立過程
　我々は、はじめに、ベトナム中部のキン族村落住民の、「他人のもの」と「我々のもの」の信仰関係に
おける柔軟な対応姿勢に目をむける必要がある。その柔軟な姿勢により、キン族は新しい土地に移住し
てもそこで基盤を確立し、統一村落の神社の基礎を作りあげることで、神霊（信仰）体系を形成するこ
とができた。この過程を経た後、「他人のもの」との接触が始まった。その接触をつうじて、徐々に「他
人のもの」が「我々のもの」へと変化し、同時にその特殊な「我々のもの」が格上げされて、主導的な
ものへとかわる。
　ベトナム中部は狭小な地帯であるが、そこはキン族南進の過程において重要な位置を占めた。歴史的
因縁から、ぶ厚い中国化された衣を纏ったベトナム北部のキン族が、見知らぬ暗黒の地、ベトナム中部
へと踏み出した。「この狭小地帯は、すぐに海に押し出されてしまう地形であり、並行する無数の河川が
存在する。また長く続く白い砂地や起伏の多い岩山をもつ。ここは昔話の土地であり、また不思議な神
 6） 末成道男「ベトナム中部における草の根仏教―トゥアティェンフエでのフィールド調査から」、2009年 7 月フエベ
トナム芸術文化分院で開催されたベトナム中部芸術文化セミナー『フエ10年間の接近』の発表原稿。
 7） Đỗ Bang et al., 前揭，13頁。
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霊が無数に棲む土地でもある…」8）。
　そうした背景から、キン族が、徐々にキン族的要素と非キン族要素9）を強調しながらも、お互いを融
合させながらうまく対応してゆく必要性が生まれていった。ベトナム北部からのキン族移住民と先住民
族との文化接触は長期間続いたが、最初キン族は少数であった。『水天本（Thủy thiên bản）』は、それ
がファム・クワン（Phạm Quán）の心配であったことを教えてくれる10）。1499年、後黎朝は正式に、キン
族が現地人女性との婚姻を禁止する詔旨を発布している11）。
　陳朝期、阮氏碧珠（Nguyễn Thị Bích Châu）妃は1377年の陳睿宗（Trần Duệ Tông）の南征成功を祈
願するため、自らが犠牲となっている12）。黎利（Lê Lợi）は1425年、第三婦人を人身御供としてラム（Lam）
川の普護（Phổ Hộ）神に献上している13）。『烏州近録（Ô châu cận lục）』の記述によれば、それほど昔で
ない時点でも、オロウ（Ô Lâu）川のハーロー（Hà Lỗ：河魯）神社（Đền）には依然として人身御供の
 8） Claeys, Jean Yves., 1934 “Hành trình vào sự nghiên cứu nước An‒Nam và nước Chămpa” , trong Những người bạn Cố 
đô Huế（B.A.V.H）, tập XXI（1934）,（翻訳版引用、2007年、フエ：トアンホア出版社）.
 9） Bổn thổ （本土）は、ときには名詞のように、ときには Lồi（突き出た）、 Hời（安い、便利な）, Thổ Ríといった形容
詞のようにも使われた。そして後になるとBổn thổ （本土）はキン族要素と在地要素の両方から強調された。
10） 「ここではチャム人が多く、キン族は少ないので、今後子孫が生まれても、みな彼らの慣習に染まってしまうのでは
ないかと恐れている。…あなたの居られる所はキン族が多く、チャム人が少ないので、今後彼らは我々のようにな
って淳風美俗を知るだろう。そこで、私はここに移ってきてあなた方と一緒に住みたいと思うのだが、許可しても
らえますか？」Bùi Trành、『水天本（Thuỷ thiên bản）』、Quảng Trị省（Hải Lăng県Câu Nhi村のブイ（裴）氏を祀る
祠堂に保管。Bùi Hoành訳。
11） 「1499年 8 月 9 日、次の詔が出された。温厚な風俗を保つため、これより、上は親王から下は民衆までチャム女性を
娶ってはならない」。『大越史記全書』（以後『全書』と略記）、ベトナム社会科学院翻訳版、社会科学出版社、1998
年、第三巻、17頁。それ以前、1374年10月に、次の詔が出されている。軍人がベトナム北部人の服装と髪型をしな
いでいることを禁じ、またチャム人やラオス人の言葉をまねることを禁ずる（『全書』、第二巻、158頁）。
12） この出来事は『全書』の陳睿宗の箇所には述べられていない（『全書』、第二巻、156‒163頁）。Nguyễn Thư Hiền, 2006
年『Chế thắng Phu nhân（制勝夫人）』Sở VHTT Hà Tĩnh。
13） この出来事は『全書』では述べられていないが、『藍山実録（Lam Sơn thực lục）』には、詳細に次のように書かれ
ている。「フングエン（Hưng‒nguyên）河の河口までやってくると、神を祭る社がある。俗に、「からす神」と呼ばれ
ている。帝は夜中、人神が次のように告げる夢をみた。「将軍（帝）の妾が得られるなら、将軍が呉の敵をやっつけ
て帝業をはたすのを助けて進ぜよう」。翌日、帝は妾たちを呼んで次のようにたずねた。「誰が神へ妾をやることが
できようか？朕は天下を得て子を天子に継がせるというのに！」そのとき、太宗の母であった陳氏玉珍（Trần thị 
Ngọc Trần）は跪伏して帝に次のように述べた。「わたくしめは神との約束を守るためそれをお受けいたします」。翌
日、玉珍の子供たちを助けようとはしなかった。帝は夢のとおり実行するよう文官、軍官と約束した。 3月24日、帝
は玉珍を普護（Phổ Hộ）神へ手渡すと、目の前で即死した！帝は呉の敵を平らげたあと王位に付くと次のように述
べた。「朕は百神王だ！」。帝は、死者を動かす者としてレー・コー（「黎固」Lê Cố）にティンミー（Thịnh‒mỹ）社
へ向かい遺骨を持って帰えるよう命じた。その使者は、夕方までに河を渡れなかったため市場で寝ることにした！
その夜、白蟻が土のなかから出てきて土盛となり、その穴をふさいで墓となった。使者はその奇妙な兆候をみたあ
と戻ってその事実を報告した。帝は次のように述べた。「人神は約束を守ったのだ！すぐにその場所に行き、献上者
の社（神殿）を建てて祀るのだ」。それが皇太后の宮祠となった。『Lam Sơn thực lục（藍山実録）』、翻訳版，Bảo Thần
訳，1956年，14頁
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俗習が存在していた14）。広南国阮氏時代になると、次のような同様の話を知ることができる。先王阮潢
（Nguyễn Hoàng）は、二つの時代を分かつ時期に、新しい政体を形成したが、その存亡をはかるため、
水利事情を助ける二人の女神を得て、軍と民の二方面からの要求を解決した。1570年、アイトゥー（Ái 
Tử：愛子）河の神すなわち青い服の若い女性（Cô Gái Áo Xanh）は、爪爪夫人（Qua Qua Phu nhân）
となり、1601年、赤い服のお天道様婦人（Bà Trời Áo Đỏ：赤衣天婆）は、ティエンム（Thiên Mụ：天
姥）寺で誕生する15）。
　城隍（Thành hoàng）はベトナム北部のキン族村落生活においては最上の神であるが、それが具体的な
一地域の特殊な土地神であることは明白である。キン族の南への移住は城隍の「名称」をもたらしただ
けである。かつて、以前の主人が信仰していた在地神を持つその地域では、キン族は、在地の母神信仰
要素を追加しながら、村落生活における普遍性をもつ信仰対象を形成する必要があった。地元の信仰要
素は、キン族村落の城隍名称要素とともに本土／本境／本社（Bổn Thổ/Bản Cảnh/Bản Xã）に転化させ
て、全ての村落に普及する本土城隍神（vị thần Bổn Thổ Thành Hoàng）となった。しかしそれは実体の
ない名称であった。なぜならその神の容貌や性質を素描することが全く容易でなかったことからもわか
る。グエン・トゥー・チー（Nguyễn Từ Chi）の定義は、ベトナム中部のキン族村落の神を規定するに
は曖昧で明確さに欠け、特に本土城隍神についてはそうである16）。
　ベトナム中部のキン族の神々は、ベトナム北部を発祥地としてもたらされた。また村落成立史に功績
のあった人物が尊崇されたが、その典型が開耕開墾神（vị Khai canh Khai khẩn）である。
　キン族村落の城隍がベトナム中部にやってきたとき、故郷と同じような十分な容姿と威信を備えてお
らず、純粋に名称を保持しているだけで、曖昧で明確さに欠けていた。ベトナム北部デルタ地域と同様
に時間を経たのち、村落共同体は人民の神霊信仰要求に対応し、国家は君主中央主権制を強化すること
になる。そして阮朝期になると、信仰対象の歴史化、具体化が適用されることになった。この変遷を簡
潔に描写するなら、それはまさに人神であった開耕神（vị Khai canh）が、格上げされて城隍神（Thành 
hoàng）となったものといえる。
　この地域は元来より分離分割される傾向が強かったが、新たな土地開拓はおもに、血族集団の働きに
拠った。そうした開拓は、城隍神の実体性のない名称のみ存在したものとは全く異なり、具体的な事実
に基づく出来事からなっていた。
　阮朝末期、村落の神社は、開拓者の血族集団の始祖を祀ることから始まる人神の出現によって、大き
14） 『烏州近録』、1961年、76頁。
15） Trần Đình Hằng, 2008, “Từ Cô Gái Áo Xanh ở Ái Tử（Quảng Trị） đến Bà Trời Áo Đỏ ở Thiên Mụ（Huế）: Sinh lộ 
tư tưởng của vùng đất mới Nam hà”, Kỷ yếu HTKH Chúa Nguyễn và vương triều Nguyễn trong lịch sử Việt Nam thế 
kỷ XVI đến thế kỷ XIX, Thanh Hoá, Xưa Nay, số tháng 10/2008, Nxb. Thế giới, 524‒532頁．
  Trần Đình Hằng, 2008, “Tiếp xúc văn hoá Việt‒Champa ở miền Trung: nhìn từ làng xã vùng Huế” , Hội thảo Quốc tế 
Việt Nam học lần III, 4‒7/12/2008.
16） Nguyễn Từ Chi, 2003, “Từ Theng Wang Mường, thắc mắc về thành hoàng Việt” , trong Góp phần nghiên cứu văn hoá 
& tộc người, H: Nxb. VHDT & T/c VHNT, 171‒183頁．
  Trần Từ, 1996, Người Mường ở Hoà Bình, H: Hội Khoa học Lịch sử Việt Nam.
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な変化をともなった。人神の一部は、さらに結合されて、正式に勅封状により、村の城隍に格上げさせ
られた。
　我々が知り得た初歩段階の情報によると、トゥアティエンフエ（Thừa Thiên－ Huế）地域に残る大部
分の開耕開墾の勅封状は、阮朝末期の、特に同慶（Đồng Khánh）帝から啓定（Khải Định）帝、保大
（Bảo Đại）帝に至るまでの間に、奉じられたものである。それらの勅封状は、その信仰対象がどのよう
に具体化されたかを教えてくれる。おそらく、その信仰は早い時期から村落共同体で実践されていたが、
19世紀末から20世紀初頭になって、朝廷が勅封状を贈与することでようやく正式に承認される。
　潘氏（họ Phan）の始祖であり、クワンチ（Quảng Trị：広治）省ジエンカット（Diên Cát：延葛）から
トゥアティエンフエ省タインフック（Thanh Phước：清福）までの開拓者の役割は、特に、大宗潘族給憑
（Đại tông Phan tộc cấp bằng） に明記されている17）。
潘
ファン・ニエム
粘（Phan Niêm）の始祖は、フエのホアンフック（Hoằng Phúc：弘福）社の始祖で、かつて
黎
レ ・ータイン・トン
聖宗（Lê Thánh Tông）に従い、錦衣衛巡検使（Cẩm Y Vệ tuần kiểm sứ）の職位にあった人で
ある。1472年（洪徳三年）ニ月ニ十某日、皇帝はラムソン（Lam Sơn）にあつまった軍人たちに、
次の旨の詔を発布した。親征をおこなうため、ゲアン（Nghệ An：乂安）地域キーホア（Kỳ Hoa：
奇華）府ハイホア（Hải Hoa：海華）県ハータイ（Hà Tây：河西）社のチュアチュー（Chùa Chử：
渚寺）村に集合して命令を待つようにと。その後、親征軍は、水軍の兵舎から出発してチャムパを
攻撃し、敵を撃破した。ファン・ニエムとその子供の潘
ファン・ドゥオン
堂（Phan Đường）、潘
ファン・ラン
浪（Phan Lãng）が
将軍たちとともに鸞車（皇帝車両）を助けて戦い、千以上の敵の首を取り、大量の兵器や旗幟を没
収した。それから戦功を記した書類を奉上すると、特進輔国上将軍錦衣衛都指揮巡検使粘龍侯（Đặc 
tiến Phụ quốc thượng tướng quân Cẩm Y vệ Đô chỉ huy tuần kiểm sứ Niêm Long hầu）と特進輔
国上将軍錦衣衛都指揮（Đặc tiến Phụ quốc thượng tướng quân Cẩm Y vệ Đô chỉ huy）に封じられ
た。また二人の息子は、使堂龍侯（sứ Đường Long hầu）と、特進輔国上将軍錦衣衛都指揮使経略
使浪撒侯（Đặc tiến Phụ quốc thượng tướng quân Cẩm Y vệ Đô chỉ huy sứ Kinh lược sứ Lãng Triệt 
hầu）に封じられた。それらの任務は、トアンホア（Thuận Hóa：順化）地域に属する キンホア（Kim 
Hoa：金華）、トゥーヴィン（Tư Vinh：思栄）、ハイラン（Hải Lăng：海陵）、ブゥスオン（Vũ Xương：
武昌）、タンホア（Thăng Hoa：升華）、ディエンバン（Điện Bàn：奠盤）、カンロック（Khang Lộc：
康禄）、レトゥイ（Lệ Thủy：麗水）、ミンリン（Minh Linh：明霊）、ボーチン（Bố Chính：布政）の
各府県を監督し、民生を安じることである。ファン・ニエムの父子は、荒廃地、丘陵地、低木林地
帯、開墾地を含んだ、ロイディユウ（Lợi Điều：利條）県チャーチーハ（Trà Trì Hạ：茶池下）社の
コンカット（Cồn Cát：郡葛）の土地を選んだ。洪徳三年三月十日（1472年 4 月17日）、官人の東閣
大学士阮徳懋（Nguyễn Đức Mậu）と知府楊文通（Dương Văn Thông）が四方の境界の測量に立ち
会い、ブゥスオン（武昌）県のジエンカット（延葛）社を設立した。農耕地は、一、二、三等の 3
等位に分け、記録帳に記入し、司令史で税を納付した。洪徳四年閏四月五日になって、ファンニエ
ムとその第二子で経略使であった 潘
ファン・ラン
浪は、キムホア（金華）県オートゥイ（Ô Thủy：烏水）地区
17） その書状（憑）は15世紀か16世紀に作成され、1840年（明命21年）に複写されている。
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の丘陵地へ行って開墾し、独自の村落を設立し、四方の境界を測定し、キムホア（金華）県ホアン
フック（弘福）社を占拠して設立した…18）。
　フォンディエン（Phong Điền：豊田）県フォンビン（Phong Bình：豊平）社フォーチャック（Phò Trạch：
扶沢）村の陳徳（Trần Đức）という血縁集団の開拓者 3人の場合はそれがはっきりしている。最も早い
時期の勅封状（1902年（成泰十四年） 2 月15日）は、陳機（Trần Cơ）氏に下賜されたもので次のよう
に書かれている。「奉事清波鎮鎮守本土陳機之神稔著霊応、嚮来位有与封、…著封翊保中興霊扶之神　
（phụng sự Thanh Ba trấn trấn thủ bổn thổ Trần Cơ chi thần nhẫm trứ linh ứng, hướng lai vị hữu dự 
phong, ... trứ phong vi Dực Bảo Trung hưng linh phò chi thần）」。その11年後（1913年（維新七年）7月
8日）、その村はまた開拓者二人の名が記入された別の勅封状を得るが、その名は陳機氏ではなく、陳皮
（Trần Bì）氏と陳高（Trần Cao）氏の名が記入されている。さらに11年後（1924年（啓定九年） 7月25
日）になってようやく、陳機、陳皮、陳高の 3名全員の名を記した翊保中興霊扶前開耕（Dực Bảo Trung 
Hưng linh phò Tiền Khai canh）の勅封状が贈られ、耑粛尊神（Đoan Túc Tôn thần）が追贈されている。
　フォンディエン（Phong Điền：豊田）県フォンヒエン（Phong Hiền：豊賢）社アンロー（An Lỗ：安
魯）村は現在、最も古いものとして、維新年間の勅封状を保管している。それは杜氏（họ Đỗ）につい
てかかれたものである。「奉事開耕杜大郎之神、稔著霊応、嚮来位有勅封、著封翊保中興霊扶之神（Phụng 
tự Khai Canh Đỗ Đại lang chi thần, nẫm trứ linh ứng, hướng lai vị hữu sắc phong, trứ phong Dực Bảo 
Trung hưng Linh Phò Chi thần）、 1913年（維新七年）10月 8 日～1913年11月 5 日」。二人の申氏（họ Thân）
と阮氏（họ Nguyễn）はお互い、同時期（1917年（啓定二年） 3月18日～1917年 5 月 8 日）に同じよう
な内容の勅封状をもらっている。「奉事開耕申/杜19）大郎之神、稔著霊応、嚮来位有勅封、著封翊保中興
霊 扶 之 神（Phụng Sự Khai Canh Thân/Đỗ Đại lang chi thần, nẫm trứ linh ứng, hướng lai vị hữu sắc 
phong, trứ phong Dực Bảo Trung hưng Linh Phò Chi thần）」。
　開耕開墾神が格上げされて到達する最後の結果が、尊称をもらい、城隍となることである。それは、
元来実体性のない城隍が、一部の人神で実際に重要な働きをした者と結びついて明らかに存在しはじめ
ることにより、その容貌がつくられるようになる。ハイカット村は他の村と同様もともとは本境城隍
（Thành hoàng Bổn cảnh）の神を拝んでいたが20）、同慶（Đồng Khánh）帝期になって朝廷が母神信仰を奨
励すると、村落の信仰が変化し、村の城隍となりかわった天依阿那聖母（Thánh Mẫu Thiên Y A Na）
信仰に戻ることが公認された21）。
18） Lê Văn Thuyên, Lê Nguyễn Lưu, Huỳnh Đình Kết, 2008, Văn bản Hán Nôm làng xã vùng Huế, Huế: Nxb. Thuận Hoá, 
352‒354頁 .
19） 訳注 2：原文は杜（Đỗ）となっているが、文脈からすると、杜ではなく阮だとおもわれる。
20） 成泰 2 年（1890年）の勅封：勅承宣府、香茶県、海葛社、奉字本土城隍之神、稔著霊応、嚮来位有与封。肆今丕丞
耿命、緬念神䓀著封位翊保中興霊扶之神。準依旧奉字神其相佑保我黎民 Sắc phong năm Thành Thái thứ II（1890）: 
Sắc Thừa Thiên phủ, Hương Trà huyện, Hải Cát xã, phụng tự Bổn Thổ Thành Hoàng Chi thần, nẫm trứ linh ứng. 
Hướng lai vị hữu dự phong. Tứ kim phỉ thừa cảnh mệnh, miễn niệm thần hưu trước phong vị Dực Bảo Trung Hưng 
Linh Phò Chi thần. Chuẩn y cựu phụng tự thần kỳ tương hựu bảo ngã lê dân （ホンチェン（Hòn Chén）神殿資料、
レー・ディン・フン（Lê Đình Hùng））。
21） 「人々は、ハイカット村の亭（神社）へ戻ってきた天依阿那女神を神品とともに厳かに迎え入れた」。その理由は、伝
周縁の文化交渉学シリーズ 7　フエ地域の歴史と文化
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　フオンチャー（Hương Trà：香茶）県ラーチュー（La Chữ：羅渚）村では、城隍神も開拓者もすべて
何貴公（Hà Quí công）あるいは何大郎尊神（Hà Đại lang tôn thần）という同じ爵位をもつ。我々は、
ラーチュー村の城隍神が、もとは何氏の開拓者である人神だったという確信を深めている。昔から伝わ
る民間伝誦や祝文では、二人の命日が同じである。この形式は、フーヴァン県トアンアン（Thuận An：
順安）村の張貴公（Trương Quí công）とされる張韶（Trương Thiều）、フオントゥイ（Hương Thủy：香
水）県フーバイ（Phù Bài：符排）村の呉貴公（Ngô Quí công）とされる呉殊（Ngô Thù）、フーヴァン
県のティエンノン（Tiên Nộn：僊嫩）村やタインティエン（Thanh Tiên：清僊）村の鄧国公（Đặng Quốc 
công） とされる鄧畢（Đặng Tất）などでもみられる。
　特にフエのテーライトゥオン（Thế Lại Thượng：上世頼）村には城隍廟が一つあるが、それはまた開
耕廟でもあり、本社当境城隍武叡胡大将軍尊神（Bản xã Đương cảnh Thành hoàng Vũ Duệ Hồ Đại tướng 
quân tôn thần）と記された位牌から胡大将軍という人を奉っていることがわかる。実際これは村の二つ
目の城隍神であり、成泰（Thành Thái）三年に現れたものにすぎない。もし当境城隍武叡胡大将之神
（Đương Cảnh Thành Hoàng Võ Duệ Hồ Đại Tướng Chi Thần）の勅封状に基づけば、翊保中興霊扶之神
（Dực Bảo Trung Hưng Linh Phù Chi Thần）に封じられていることになる。それ以前の、嗣徳三十年の
勅封状では、村は保安正勅佑善敦凝城隍之神（Bảo An Chính Trực Hựu Thiện Đôn Ngưng Thành Hoàng 
Chi Thần）だけを祀っており、同慶二年になって翊保中興之神（Dực Bảo Trung Hưng Chi Thần）が追
贈された。
　それと同じような例がズオンスアン（Dương Xuân：陽春）村である。ズオンスアン村は、明命（Minh 
Mạng）七年の勅封状によれば元来、陽春城隍之神（Dương Xuân Thành Hoàng Chi Thần）を祀り、啓定
二年の勅封状によれば、黎（Lê）と阮大郎（Nguyễn Đại lang）の開拓者二人とともに陽春城隍之神を祀
っていた。ところが、啓定九年になると、保安正勅佑善敦凝翊保中興本土城隍呉大将軍尊神（Bảo An 
Chính Trực Hựu Thiện Đôn Ngưng Dực Bảo Trung Hưng Bổn Thổ Thành Hoàng Ngô Đại Tướng Quân 
Tôn Thần）の勅封状があるが、ここでは光懿中等神（Quang Ý Trung Đẳng Thần）が追贈されている22）。
　考察範囲を広げれば、よりはっきりした事例が加えられる。クワンビン（Quảng Bình：広平）省レソ
ン（Lệ Sơn：麗山）村には諒洞侯（Lạng Động hầu）がいるし、あるいはクワンチ省ダイハオ（Đại Hào：
大豪）村の城隍は、後黎朝の南進時の将軍の一人で、馬の背から降りて開拓者となった人物であり、ま
さに開耕通録侯（ngài Khai canh Thông Lộc hầu）である。彼は元軍人でベトナム中部の開拓者となった
一つの典型である。彼は、馬上で重傷を負い首を完全に落とされそうになって死んでしまったにもかか
わらず馬上からおりずに、水牛飼いの少年や空心菜を刈り取る女性に会ったことでようやく馬からおり
ることをゆるしたほどの軍人であった。ほかには、クワンチ省ハイラン県ニューレ（Như Lệ：如麗）村
を開拓した黎大郎尊神（Ngài Lê Ðại lang tôn thần）や、トゥアティエンフエ省フーヴァン県テーヴィン
説では天依阿那女神がハイカット村の城隍神だからである。女神はハイカット村を離れたが、村内のゴックタン
（NGOC THAN）山の上に大きな神社を欲した。なぜなら一年のうち秋に一度だけ女神の加護を受けた人々が集ま
る儀礼に出るためである」。Trần Văn Toàn, 1969 , “Le temple Huệ Nam à Huế: étude précédée d'une note sur la Sainte 
religion de l'Immortelle Céleste（Thiên Tiên Thánh Giáo） dans la région de Huế” , B.S.E.I: XLIV: N 0  3‒4, 243‒262.
22） フエ科学大学言語文化学部レー・ヴァン・ティ（Lê Văn Thi）収集資料。
フエ地域におけるキン族の城隍神とタインフック村の事例（チャン）
611
（Thế Vinh：世栄）村の城隍である鄧国公（Ðặng Quốc công）とされる鄧畢（Ðặng Tất）などの各事例が
ある。そのため城隍の墓および昔話は特に勅封状や祭文を通じ、今日でも明瞭に保存されている。
4 ．結びにかえて
　キン族村落の住民は、キン族文化生活では元来よく知られていない神々を「尊敬はするが遠くから眺
めるだけ」の態度から、すばやく合理的に「キン化」させてとり入れた。同時に、キン族起源の神々を
奉り上げ、ベトナム中部地方の特色ある濃厚な性質をもたらした。それはまさに開耕開墾／前賢後賢の
信仰である。阮朝末期まで、その容貌は曖昧で、本土城隍（Bổn thổ Thành hoàng）という実体のない名
称であったが、徐々に明確に変化し始め、開耕人神（vị nhân thần Khai canh）が城隍神（Thành hoàng）
に格上げされた。
　この論考では、朝廷の典礼制度が、本土城隍神という実体のない名称のイメージを膨らませたことを
指摘した。タインフック（清福）村の開耕粘龍侯潘粘閣下（ngài Khai canh Niêm Long hầu Phan Niêm）
は濃厚なキン化の足跡であり、特にフエ地域の村落文化生活において重要な事柄である。開耕神とその
信仰に関わる位置と儀礼は、フエのみならずベトナム中部の村落文化生活研究において核となる問題で
あり、また作用しあって共鳴させる性質をもつ問題である。なぜなら、城隍神信仰の痕跡はベトナム北
部を源流とする時代の影響をもちながら、非キン族的な在地的要素、天依阿那聖母やタック（石）婆（Bà 
Thạch）のイメージも兼ね備えており、開耕粘龍侯（Ngài Khai canh Niêm Long hầu）のイメージをよ
り明確に与えるからである。
【訳者後記】
　　ベトナム語の原文は、クオックグー（声調記号付きローマ字表記）で書かれており、注釈 5の箇所を除いて漢字表記
がない。訳出にあたって、カタカナやクオックグー表記だけでは読みにくいため、できるかぎり漢字を復元するように
した。字形の確認について、注釈 2の神様一覧は、レー・ヴァン・トゥエン（Lê Văn Thuyên）編の『フエ地域村落漢
喃文書（Văn bản Hán Nôm làng xã Vùng Huế）』（Huế: Nxb. Thuận Hóa, 2008, pp.168‒169）を、地名および行政単位
名は『烏州近録（Ô châu Cận luc）』（Huế: Nxb. Giáo dục Việt Nam, 2009, pp.225‒244）を、勅封状定型文句は大西和
彦氏所蔵のタインフック勅封状写真などを参考にしている。漢字表記はできるだけ正確を期したつもりではあるが、原
典を確認できなかったものは実際と異なる可能性がある。その危うさを補うためクオックグー表記を併記した。

